
 
 

シンポジウムⅡ  

ポストモダンの自治体政策を考える：「選択と集中」から「公共イノベーション」へ 

 
 
 
［趣旨］ 
モダニズムからポストモダンへ、自治体財政・政策立案も「あれかこれか」「選択と

集中」に象徴される戦略的マネジメントから官民連携や市民主体、協働を通じた「公

共イノベーション」を意図するようになっている。本シンポジウムでは、公共領域に

おける「オープン・イノベーション」ともいうべき、ホールシステムアプローチ（特

定の課題やテーマに関わるすべてのステイクホルダーまたはその代表者たちが一堂

に集まって話し合い、全体のコンテクストを共有しながら、創造的な意思決定やアク

ションプランを生成する方法論）、ソーシャルデザイン（行政や地域社会の多様な人

たちが関わり合い自由な発想で社会を良くする活動をデザインすること）、フューチ

ャーセンター（未来思考で対話し、変化を起こして行くための場）などポストモダン

のアプローチを取り入れることで、総合計画策定・自治体の政策立案プロセスがどの

ように変わっていくのか、具体的事例紹介をもとに考える。 
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